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今
年
も
開
催
し
ま
す

　
「
世
界
の
味
横
丁
」

　慶尚南道では、就職口を創出するための施策として、毎月19日を仕事探し
の日と設定し（＊１）、市や郡を巡回して「仕事探しの19-day」を実施してい
ます。「19-day」は、単に１回きりの求人求職行事ではなく、自治体が定期的
に直接現場を訪れる採用博覧会で、開催地域からの勤務が可能な圏内にある
企業が参加し、実質的な採用につなげるものです。
　７月19日に金海市役所大会議室
で初めて開催された博覧会には、54
の企業と800人もの求職者が参加し
ました。そのうち176人を対象に、そ
の場で面接を実施。即11人の採用が
決まり、２次面接後に97人が採用さ
れるなど好評を得ています。
　また、この日の行事には、金海女性
人材開発センターや金海シルバー雇
用創出支援センターなどが参加し、
多様な階層の求職者たちに実質的な
サポートができるよう、職業心理検
査や雇用保険、創業資金、就職斡旋窓口などの雇用情報を案内。間接的に参与
した20企業も、就職希望カード72人分を受け付けました。
（＊１）韓国語で「仕事を求める」という単語と19という数字の語呂合わせ。日
本で26を「ふろの日」とするのと同じ　　　　　　　  （金海市広報紙572号）
＊この原稿は、市民サービス協働化提案制度として、平成20年度から「パラム
むなかた（福岡教育大学船津研究室から名称変更）」が翻訳しています

■問い合わせ先　市民活動交流室　☎（36）０３１１

学びの里

第21回

鞆と

も

の
浦
か
ら
学
ぶ

　
広
島
県
福
山
市
の
鞆
の
浦

を
舞
台
に
、
海
を
埋
め
立
て

て
バ
イ
パ
ス
を
通
す
こ
と
に

反
対
す
る
グ
ル
ー
プ
が
、
県

や
市
を
相
手
に
起
こ
し
た
裁

判
。
昨
年
10
月
、
広
島
地
裁

は
埋
め
立
て
差
し
止
め
の
判

断
を
下
し
、
埋
め
立
て
反
対

派
に
軍
配
が
上
が
り
ま
し

た
。

　
鞆
の
浦
は
、
江
戸
時
代
か

ら
明
治
期
に
か
け
て
の
漁
港

や
集
落
の
町
並
み
が
そ
の
ま

ま
の
状
態
で
保
存
さ
れ
、
一

部
に
は
ホ
テ
ル
や
病
院
な
ど

近
代
的
な
建
物
が
あ
る
も
の

の
、
実
際
に
町
並
み
を
歩
く

と
そ
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な

不
思
議
な
感
覚
に
陥
り
ま

す
。
こ
こ
ま
で
当
時
の
景
観

が
残
っ
て
い
る
こ
と

は
奇
跡
的
と
言
え
ま

す
。
作
家
の
宮
崎
駿

さ
ん
は
数
年
前
、
こ

の
集
落
を
一
望
で
き

る
高
台
に
部
屋
を
借

り
て
、「
崖
の
上
の

ポ
ニ
ョ
」
を
創
作
し

た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
実
際
に

こ
こ
で
生
活
を
し
て

い
る
人
た
ち
は
不
便

を
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
集

落
内
の
道
路
は
狭
く
、
常
に

車
の
す
れ
違
い
に
は
気
を
使

い
、
特
に
緊
急
車
両
が
ス

ム
ー
ズ
に
通
過
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
実
際
、
県
や

市
、
住
民
の
大
半
も
埋
め
立

て
を
推
進
し
、
バ
イ
パ
ス
建

設
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
文
化
的
景
観
は
国
民

の
財
産
と
し
て
公
益
制
が
高

い
と
さ
れ
た
の
で
す
。
今
後

も
推
移
を
見
守
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
宗
像
市
に
置
き
換
え
て
考

え
て
み
る
と
、
宗
像
大
社
辺

津
宮
周
辺
や
大
島
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
集
落
景
観
や
自
然
景

観
が
保
た
れ
、
東
京
か
ら
来

た
人
な
ど
は
必
ず
「
と
て
も

懐
か
し
い
景
色
だ
」
と
言
い

高台からみた鞆の浦

大勢の求職者が参加した
採用博覧会「19-day」

ま
す
。
こ
れ
が
宗
像
の
自
慢

で
き
る
点
の
一
つ
で
あ
り
、

何
に
も
変
え
が
た
い
価
値
な

の
で
す
。
不
便
で
生
活
し
に

く
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
自
然
が
残

り
、
空
気
が
良
く
、
海
が
美

し
く
、
お
い
し
い
玄
海
の
幸

が
獲
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
自

然
環
境
が
保
た
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
世
界
遺
産
登
録
活
動
は
、

こ
う
し
た
自
然
保
護
や
文
化

財
の
保
護
を
目
的
に
、
農
業

や
漁
業
を
含
め
、
生
活
環
境

の
保
全
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　【
世
界
遺
産
市
民
組
織

設
立
記
念
講
演
会
】　

　
世
界
遺
産
市
民
組
織
の
設

立
を
記
念
し
て
講
演
会
を
開

催
。「
宗
像
・
沖
ノ
島
関
連

遺
産
群
」
専
門
家
会
議
委
員

長
で
九
州
歴
史
資
料
館
館
長

の
西
谷
正
さ
ん
が
、
遺
産
の

魅
力
や
登
録
に
向
け
た
現
状

な
ど
を
話
し
ま
す
。
入
場
無

料
。

●
日
時
　
９
月
26
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
開
場
予
定

●
場
所
　
ア
ク
シ
ス
玄
海

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

☎
（
36
）
１
３
７
２

講
師
の
西
谷
さ
ん

毎月19日は
仕事探しの日

毎月15日号で、市と姉妹都市の締結をしている韓国・
金海（キメ）市の広報紙を紹介しています。

民
族
舞
踊
団
と
観
客
が
一
つ

に
な
っ
て
踊
る
「
輪
踊
り
」

十
数
カ
国
の
屋
台
が
楽
し
め
る

「
世
界
の
味
横
丁
」（
昨
年
）

　

市
で
は
、９
月
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
カ
ザ
ン
ラ
ッ
ク
市
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を

締
結
し
ま
す
。今
ま
で
ど
の
よ
う
な
交
流
を
し
て
き
た
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

第３回

ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
カ
ザ
ン
ラ
ッ
ク
市
と
の

こ
れ
ま
で
の
交
流　
■
問
い
合
わ
せ
先　

秘
書
課　

☎（
36
）０
８
９
０

　
毎
年
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ブ

ル
ガ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」。そ
の
期
間
中
に
、「
ワ
ー

ル
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と

し
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
限
ら

ず
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
歌

や
踊
り
を
、
市
内
や
県
内
に

在
住
す
る
留
学
生
ら
が
披
露

し
た
り
、
各
国
の
料
理
を
屋

台
で
振
る
舞
っ
た
り
す
る
国

際
色
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
カ
ザ
ン
ラ
ッ
ク
民
族
舞
踊

団
も
、
２
０
０
７
年
の
ワ
ー

ル
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
始

以
来
毎
年
、
１
日
２
回
の
公

演
で
舞
踊
を
披
露
。
芝
生
ス

テ
ー
ジ
で
の
公
演
は
ほ
か
の

　
宗
像
地
域
国
際
交
流
連
絡

協
議
会
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ア
リ
ー
ナ
主
催
の
「
ブ
ル
ガ

リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

中
で
、
身
近
な
国
際
交
流
を

目
的
に
「
世
界
の
味
横
丁
」

と
題
し
て
屋
台
を
出
店
し
ま

す
。
各
国
の
料
理
を
通
じ
て

世
界
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時
　
９
月
19
日
（
日
）

午
前
11
時
～
午
後
３
時

●
場
所
　
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

リ
ー
ナ
（
吉
留
）

●
内
容

▽
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
十
数

カ
国
の
屋
台

▽
民
族
舞
踊
団
を
は
じ
め
各

国
の
歌
や
踊
り
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
協
議
会
事
務
局

　（
市
民
活
動
交
流
室
内
）

☎
（
36
）
０
３
１
１

公
演
と
違
い
、
か
な
り
間
近

で
舞
踊
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
公
演
の
最
後
は
、
観
客
も

参
加
し
て
一
つ
の
大
き
な
輪

に
な
っ
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み

な
が
ら
踊
る
「
輪
踊
り
」
や
、

公
演
後
は
、
ダ
ン
サ
ー
や
楽

団
の
メ
ン
バ
ー
と
記
念
撮
影

会
を
開
催
。
そ
の
ほ
か
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
民
族
衣
装
の
試

着
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設

置
し
て
、
民
族
舞
踊
団
と
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ブ
ル
ガ
リ 　市では、田熊石畑遺跡の国史跡指定を記念して文化財企画展を実施。

入場無料。
●期間　10月９日（土）～同31日（日）　10：00～17：00
　＊入室は16：30まで

　＊同12日（火）、同18日（月）、同25日（月）は休館

●場所　宗像ユリックス２階・市民ギャラリー
●内容　「田熊石畑遺跡」出土の武器形

青銅器や、弥生時代から古墳時代にか
けてのムナカタ族の活躍を物語る暮ら
しや祭りに関する出土品を展示。その
ほか、国の登録有形民俗文化財に登録
された「玄界灘の漁撈（ぎょろう）用
具及び船大工用具」、福津市出土の日
本最古の青銅器なども見どころ

　＊期間中に一部展示替えを予定
■問い合わせ先　市民活動推進課文化財係　☎（36）１５４０

田熊石畑遺跡と
古代のムナカタ展
〜海人たちの足跡〜

田熊石畑遺跡出土の
武器形青銅器など

ア
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
つ

つ
、
世
界
の
料
理
や
文
化
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。


